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言語学と命名することを提案するものである。   
1．認知科学と言語学との関わリ   











1．2．認知意味論   
言語による表現は，現実に起こった事柄をありのままに反映しているのでは   
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なく，むしろ私たち人間が認知した結果の所産であると考えるぺきである。か  
くて，人間による認知に基づく意味の解明を目指す分野を，認知言語学（cog－  
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え思うフシがある。   




















ることを主張しておきたい。   
そこで，この点を克服するために暫定的に提案されるのが，次の方法論とい  
うことになる。   
2．実験言語学  





るのだということを忘れてはならない。ひるがえって，言語学を見ると，   
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残念ながら現状では自然科学に匹敵するような観察や実験の歴史があった  



























けばあまりバッとせず，あっけなく1992年に打ち切られてしまった。   
情報工学者長尾真は，いみじくも次のように指摘している。   





いる。  （「しごとの周辺」朝日新聞）   
つまり，有限とは不連続なものであり，これに対処するためにはファジ←と  
か，カオス理論に代表されるような，柔軟な情報処理こそが求められるという  





に，近い将来，実験言語学との接点が求められそうな気がしてならない。   
3．実験言語学による一事例  




石としておきたい。   
「推論」というのは，従来の認知言語学でも注目されてきた一つの重要な課  
題であったが，聴覚レベルの実験を行なう際にも，例えば「聞き違い」という  
事例から，推論の重要性が確認できることがある。   
日常卑近な例を一つ示せば，人気歌手，吉川晃司の歌う“GOODⅣIGHT’’  
という歌だが，聞いていると奇妙な歌詞に遭遇する。すなわち，  
♪眠る君の夢の中で 踊り明かそう 踊り明かそう  
君と唄う吐息の中 辛せの予感があふれてゆく  
Ah～  毎日の  
明Ejから そう FINE おやすみのKISS  
GOODNIGHT GOODNIGHT   























3．2．聴覚情報処理機能の非対称性   
人間の耳は，左右がまったく同じ働きをしているわけではない。このことは，  
Kimura（1961）などにはじまるdichoticlisteningtestなどの手法によって，  
従来，次のようにまとめられてきた。   
左半球優位性（右耳優位）∵言語音   
右半球優位性（左耳優位）∵ メロディー認知，環境音，高低弁別など   







信氏のKeytaPping testであった。この検査法は，遅延フィードバック効果  
（delayedauditoryfeedback，略号DAF）という現象を利用したもので，普  
通に話をする際に行なわれているフィードバック効果－ すなわち，自分の  
声を聞きながら発話する を，意図的に時間制御することによって達成さ  





















うことはすなわち大脳レベルでは右半球優位ということになる。   











（2J純音（510Hz，1010Hz，8010Hz〕，矩形波510IIz，White noise，Pink  
noise，フルート，バイオリン，歪み母音は右半球優位  












なる。   
さらに，脳澱は主として頭皮に並行な皮質表面に限られており，大脳皮質に  
つきものの滞や，しわにもぐり込んでいる皮質内部の脳波は，きわめて測定し  
にくいという欠点がある。   
そこで，新たにこの欠を補うべく登場したのが脳磁界計測法である。原理は  
いたって簡単で，脳が活動すると微弱電流が流れる。電流が流れると，まわり   
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に磁場が生じる。そこで，この磁場を計測しようというわけである。   
ただ，そうはいっても，いぎこれを検知するということになると，そう簡単  
には行かない。脳磁場というのは，きわめて微弱であり，地球が帯びているい  
わゆる「地磁気」の持つ磁力の，およそ十億分のd程度でしかないという。   
しかしながら，技術革新のおかけで，SQUID（Superconducting Quantum  




に測定できるという強みが，この装置にはある。   
林 業（1990a，1990b）や今田俊明ほか（1991）は，いずれもこのような  
手法を用いて人間の分節機構＋ すなわち，連続音声を母音や子音などの音  
素や，その集合である音節などの離散的な単位に解析する機構＋ を探った  
もので，認知に関して，きわめて興味ある事実が報告されている。   
例えば，前者においては  















（2）母音から子音への「わたり」よりも，子音から母音への「わたり」の方   
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が，NlOOmと呼ばれる成分波が顕著に現われる  
40  
などの重要な指摘がおこなわれている。   
ヰ．今後の展望  









逐次，困難な問題を解決してゆくことと期待される。   
その一方で，陽電子消滅放射型断層装置PET（PositronEmissionTomogTa－  
phy）や，シング）L／フォトン消滅放射型コンピュータ断層装置SPEC（Single  
Photon Emission Computed Tomography）など，放射性物質を体内に注入  
して，脳内の血流変化やブドウ糖の代謝，酸素の消費率などから，脳の活動部  
位を特定するのに，きわめて威力を発拝する方法論も開発されている。   









ればならないことは，正確な事業観察の徹底にほかならないのである。   
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（1）CVとVCとは等価な関係ではなく，非対称である   
ほ）脳内における音韻化のプロセスは，つとめて動的である  
などということが，窺知されるのである。従って，従来のどちらかといえば  
実験音声学寄りであった‘‘1aboratory phonology’’などとは全く別個に，脳  
内における音韻化の動的プロセスそのものを実験によって探る，本格的な「実  
験音韻論」という研究分野が，実験言語学における音韻部門としては不可欠に  















たため，今回，このような形で，改めて完全原稿を公にすることとした。   



















林 実（1g90－a）「音節のスペクトル変化に対する聴性誘発磁界の検討」『日本生体・  
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